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映画の 中の虚偽 ・ 悪文

柳澤　浩哉

1．は じめに

　 映画 の 中で 、 虚偽 と悪文が どの よ うな

演出の 「道具 」と して使わ れ てい るの か 。

こ れを い くつ かの 事 例を通 して 考 察す る

こ とが本稿の 課題で あ る。

　虚偽 と悪文 は 一言で い え ばル ー ル 違反

の 表 現 で あ り、 排除 され るべ き もの とい

う暗黙の 前提 があ る 。 そ の ため 、
こ の 二

つ を表現効果 とい う点か ら積極的に 分析

した研究は 少 ない が 、 作家や シ ナ リオ ラ

イ ター は 、 こ の 二 つ を演 出の 重 要な道具

と認識 して い る 。 虚偽 と悪文が 目を引 く

形式で あ る た め 、 印象 的な表現 を作る時

に こ の 二 つ を利用 する の で ある 。 そ の 結

果、特に 映画 では こ の 二 つ が決 ま っ た場

所 に現れ る面 白い 現象が見 られ る。 本稿

で は 、 こ の 事実を指摘 した上 で 、 この 現

象 の 生まれ る原 因を考察す る 。

2．『坊 っ ち ゃ ん 』の 悪文

　虚偽 ・悪文 の表現効果 とは 、 た とえば

どの よ うな もの なの だ ろ う。 そ の 事例 と

して 、
『坊っ ちゃ ん』の 中の 悪文を引用 し

て み よ う
D

。

　引用 する の は 、 赤 シ ャ ツ か ら給料 増額

を提案され た坊 っ ちゃ ん が 、 その 提案を

断る た め に 、 夜 中に 赤 シ ャ ツ の 自宅 を訪

ね る場面で あ る 。 うらな りが強制的に転

任させ られ 、 その結果生 まれ た余剰金 が

自分の 増額の 原資だ と知 っ た坊 っ ち ゃ ん

は 、 頭に 血がの ぼ り、 夜中に 赤 シ ャ ツ 宅

の 戸 を た た く。 下線部が悪 文であ る 。

　赤 シ ャ ツ は ラン プを前 へ 出 して 、奥

の 方か らおれの 顔をながめ たが 、 とっ

さの 場合返 事を しか ね て茫然 として い

る 。 増給 を断わ る や つ が世の 中 に た っ

た
一

人飛び 出 して来 たの を不審 に思 っ

た の か 、 断わ る に し て も、 今帰 っ た ば

か りで 、す ぐ出直 して来 な く っ て もよ

さそ うな もの だ と、あ きれ返 っ た の か 、

また は双方合併 した の か 、 妙な 口 を し

て突 っ 立 っ たま まで あ る 。

　「あの 時承知 し た の は 、 古賀君が 自

分の 希望で転任す る とい う話で したか

らで …　　 」

　「　 　 は まっ た く　
△

の 　望で n

か ば　 壬す るん で す」

　 「そ う じ ゃ な い ん で す、 こ こ に い た

い ん で す 。 元 の 月給 で もい い か ら、郷

里 に い た い の で す」

　漱石 は会話 に注意を払 う作家で 、 発言

の 内容 と文体 を 、常に 、 その 人 物の 性格

や知性に ふ さわ しい もの に して い る 。 赤

シ ャ ツ に は 帝大出身者 に ふ さわ しい 言語

能力が与え られ て い る が 、 その 文体は場

面に よ っ て大 き く変わ る 。 職員会議 で は

論理性を強調 した発言 、 気を許 した野太
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鼓 との 会話 は省 略だ らけ 、坊 っ ち ゃ ん に

対 して は、挿 入句 や譲歩の 多い 、 どこか

裏があ りそ うな文体に な る 。 まさに裏表

の あ る 人物 だが 、 言語 能力の 高さ は
一

貫

して い て 、 『坊 っ ち ゃ ん』の 中 で は 悪文の

最 も似合わ ない 人物で ある 。

　 実際 、 彼の 発言 の 中 で 悪文 は こ の
一例

しか な い 。 こ れ を漱石の 書き誤 りと して

片付 け る こ とも可 能 か も しれ な い が 、
一

っ しか ない 悪文が こ の 場所に ある事実を

軽視 して は な る まい 。 こ れ は彼 の 混乱 の

表現 と考 え る べ き で あ る 。 赤 シ ャ ツ は、

こ の 時か な り動揺 してい たの だ
2）

。

　た だ し、動揺の 原因 は 、 おそ ら く坊ちゃ

んの 予想 とは違 っ て い る 。 単に 給料増額

を断 られ た こ とで は な く、 うらな り追放

の 陰謀を 、 世事 に疎 そ うな坊 っ ち ゃ んが

知 っ て い た こ とが、 赤シ ャ ツ を動揺 さ せ

たの だ ろ う 。 悪文 が 、 う らな りの 転任理

由を説明す る文 に現れて い る こ とに 注意

して ほ しい 。 さ らに 、 赤 シ ャ ツ は 、 給料

増額を餌 に して 、 坊 っ ち ゃ んを 自分の 側

に引 き入 れ よ うと して い た こ とが 、 こ の

前で語 られ て い る 。

　語 り手が しば しば事実を誤認 して 語 る

の は 、
『坊 っ ち ゃ ん』だけ で はな く 、 漱石

作品に 共通 して 見 られ る特徴で ある 。 も

ち ろん、事の 真相が分か る手がか りが書

き込 まれ て はい るが 、 こ れが 漱石作品を

難 し くして い る大 きな原因で あ る 。 なお 、

こ の 書 き方 に は 、 それ に 気づ い た読者に

知的優越感を 与え る効果 、 ラ ウス ベ ル ク

が 「共犯者」
3）
と呼ぶ特殊な修 辞的 効果 を

指摘する こ とがで きる 。

　 こ の 悪文は赤シ ャ ツ の 人間性の
一

面を

端 的 に描 い て い る 。 陰謀家 で あ るの に 、

こ の程度で 動揺を露 わ に して しま う人物

の 小 ささ で ある 。 ちな み に 、 彼に は 、隠

し事が あ る と会話 に挿入 句が増 え る癖が

あ り、 こ の 挿入句 も、 彼 の く小悪党〉を効

果 的に表現 して い る 。

　映画の 場合で も虚偽 と悪文の 使い 方は

基本 的に 変わ らない 。 ただ し、筆者の 調

べ た範 囲 では小 説 よ りも映画 の 方が 、 虚

偽 ・悪文 ともに 出現頻度が高 く、 さ らに

そ の 使い 方が よ り計算 され て い る
4）

。 本

稿で は 、 映画を対象に虚偽 と悪文の 用 法

を考 え て み た い 。

3．映画 とい う媒体の特殊性

　映画 は 特殊 な媒体で あ るた め 、 映画分

析に 際 しては、 その 特質を確認 して お く

必要 が あ る 。 映画 に は 、〈言語 か ら得 ら

れ る情報が不足 して い る 〉 とい う大 きな

特質が ある 。

　 こ れ は、 映画 と演 劇 の せ りふ を比 べ て

み る とよ く分か る。 演劇を映画化する時

に は 、 必ずせ りふ が 書き換 え られ る 。 既

に シ ナ リオ の 形 で 完成 し て い る戯 曲を 、

なぜ 書 き換 えなけ れ ばな らない の か 。 映

画で は 日常会話 に 近い せ りふ が要求 され

るため に 、舞台用 の せ りふ で は、 言葉が

多す ぎ る の だ 。 映画化 に あ た っ て 舞台 の

せ りふ は大 き く削 られ る 。 そ の 結 果 、 せ

りふ だけで は情報が足 りない とい う事態

が発生す る こ とに な る 。 もちろん 、 最初

か ら映 画用 に 作 られ たシ ナ リオで も、 事

情 は同 じで あ る 。

　言葉 で 伝え きれ ない 情報は 、 映画的な

あ らゆ る手段を動員 して 補足 され る 。 以

下 の よ うな方法で あ る
5）

。

　　 1　 ミゼ ン セ ヌ （カ メ ラ、構 図、照 明 、

　　　　色彩、 配置な ど）

　　 2　 演技 、動 き
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　　 3　 編集 、 音響 、 音楽

映画 の せ りふ を分析する 際に は 、 非言語

情 報 に 注意 を払 う必 要 が あ る 。 た と え

ば 、 多義的なせ りふ ・意味の 分か りに く

い せ りふ が 、 非言語情報との 組み 合わせ

に よ っ て 明瞭に な る こ とは少な くない
。

　 シ ン ポ ジ ウム で は 映画の
一

部を上 映 し

なが らせ りふ の 分析を行 っ たが 、 非言語

情報 の 分析 は論文 に不 向きなた め 、 本稿

で は、そ れ に つ い て の 言及 は必要 最低 限

に とどめ たい
。

　以下で は 、
い くつ かの 映画か ら虚偽あ

るい は 悪文 の例を 引用 して 、 そ の 表現効

果 を考 え て い く。 な お、 映画 の せ りふ

は全て 、DVD か ら文字起 こ し した もの

で ある （洋 画は吹き替え か らの 文字起こ

し）。

4．『家族ゲ
ー

ム』の 虚偽

　 まず 、 虚偽の 事例か ら検討 しよ う。 確

か に 、 映画 で は小説 よ りも虚偽が多 く見

られ る が 、 決 して 多用 され る わ けで はな

い 。 喜劇の よ うな特殊 なジ ャ ン ル を 除け

ば、
一 本の 映画 で 、

一
つ あるか ない か と

い っ た程度 だ ろ う。 ま た、虚偽 の 形 式 は 、

日常会話で最 も普通 にみ られ る 「す り替

え の 虚偽」がその 大半 を占める
6）

。

　 引用 は 、
『家族ゲー

ム』の 冒頭か ら三 つ

目の カ ッ トの 最 初 の せ りふ 。 物語 の 始 ま

る の が こ の カ ッ トか らな の で 、 こ れ は実

質的な冒頭で ある 。 登場人物は 、 茂之 （受

験 を控え た 中三 、 次男 ） と母 の 二 人 、 朝

食後の リ ビン グが舞台で ある 。 茂之の 下

線 を付 したせ りふ に 、 す り替え の虚偽が

あ る 。 学校をず る休み したい 茂之は 、 見

えす い たオー バ ー な演技 で母 を騙そ うと

す る 。

母 どう痛 い の ？

茂之 　気持 ち悪い 。 ち くち く痛 い 。

母 　胃腸薬飲む ？

茂之　 ち くち く痛 むん だ 。

母 だか ら薬飲み な さい
。

茂之 　嫌 だよ 。 こ の前み た い に下痢 し

　 ち ゃ うもん 。

母 学校行 かれ ない くらい ？

茂之　 うん 、 だめ 。 寝 て 直 したい 。

母 盲腸 だ っ た ら ど うす ん の 。

茂之 　 う、 膵臓の 方み たい
。

母 　膵臓 ！？　何 よ 、 膵臓 っ て ・…

茂之　 う〜
。 蒲団 しい て 。

母 今 日、肝 心 な テス トない の ？

茂之　　
S

が　る か ら　　 した　 じ

盤

母 　  それ な ら い い け ど ・ …　 。 明

　 日か ら家庭教師の 先生い ら っ しゃ る

　ん だか ら、   健劇 ζは≦．れぐ彑も注

　意 しな さい 。

　下線の せ りふ は 二 重 の 形で 、 す り替え

の 虚偽を犯 して い る 。 その
一

つ は、質問

に対す るす り替 え 。 母は テス トの 有 無 を

質 問 した の に 、 茂之 は話題をす り変 えて

こ の 質問に答 え て い ない 。 もう
一

っ は理

由の す り替え で あ る 。 体育の あ る こ とは 、

その 日が 「大 した 日」で あ るか否 か の根 拠

とはな らな い はずだが、 茂之 はそれ を理

由に して 、
「大 した 日 じ ゃ ない 」と結論づ

けて い る 。

　 こ こ で は、 こ の 答 えに 対する母 の 反応

に注意 して ほ しい 。 母は茂之の い い 加減

な答え を全 く追及 す る こ とな く、   の 「そ

れ な らい い け ど ・…　 　 」 と 、 肯定的に

受け 入れ て し ま っ て い るの だ 。
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　下線を 引い た茂之の 虚偽 は 、 母の 反応

と組み 合わ され る こ と で 、 茂之 と母の 性

格、 さ らに 二 人の 関係 を印象的に描い て

い る。

　茂之 と母 は 、 互 い に 踏み 込ん だ コ ミ ュ

ニ ケー シ ョ ン を避 けて お り、 特に わが子

の 問題 を放置 しよ うとす る母の 異様 さが

目立っ 。 彼女は 、 茂之が 仮病を使 っ て い

る こ と に 気付い て い なが ら 、 そ れ を問題

に しよ うとせ ず 、 彼の い い 加減な答え に

も く寛 大〉だ 。 母 の こ の 姿勢は、   の 「健

康 に は くれ ぐれ も注意 しな さい
。 」とい う

場違い な言葉に 端的に 表れ て い る 。
こ れ

は 、 まず内容がお か しい 。 腹が痛い と言 っ

て い る 目の 前の 人 に対 して 、 こ の 言葉は

ない だろ う。 さ らに文体 も不 適切 で、 こ

れ は ど う見て も親子の 会話 で は ない 。

　こ の カ ッ トで は 、 会話の ズ レに よ っ て

親子 関係の 歪み が 表現 さ れ て お り、虚偽

がそれ を 印象付け る核 に な っ て い る 。

5．『オ ー シ ャ ン ズ 11』の 虚偽

　 こ の 例 も映画の 冒頭で あ る 。 場所は 刑

務所の 聴聞室 。 椅子 に 一 人す わ っ た 主人

公 の オー シ ャ ン （名 うて の 詐欺師）に 、四

人 の 聴聞官が 質問を して い く。

聴聞官 A 　 おは よ うござい ます 。

オ
ー

シ ャ ン 　お は よ 。

聴 聞官 A　 名前 を の べ て ください 。

オー シ ャ ン 　ダニ エ ル ・オ ー シ ャ ン
。

聴聞官 A 　 あ りが と う。 こ の 聴聞会は

　あ なたが 仮釈 放され た 場合 に 、 再犯

　の 可能性が あ るか どうか を 問 う場で

　す。 有罪 に な っ た の は今回が初め て

　で すが 、 あな た に は 過 去に 十数件 、

　信 用 詐欺へ の 関与が 認め られ て い ま

　す 。
こ れ を どう説明 しますか ？

オー シ ャ ン  
「 m

は
A

・ が め て だ

　 と しか ・ …

聴聞 官 B 　 われ われ が明 らか に したい

　の は 、 なぜ、今 回罪を犯 し たの か と

　 い うこ とで す 。 まさか 、 うっ か り逮

　捕 されて しま っ た とか 。

オ
ー

シ ャ ン   に
’
兆げ られ て

’』
ち

’

ん で 　ヤケ に な っ て つ い 巳
Ml

に

　を ・ …

聴聞 官 C　 仮釈放 され た ら、 再び 自暴

　 自棄に な るの で はな い で すか ？

オ
ー

シ ャ ン   が
一

っ て きて も う

一 　
’
兆げる とは 思 え ませ ん

聴聞 官 D 　オー シ ャ ン さ ん、仮釈放 さ

　れ た ら どんな 仕事を します か ？

　オー シ ャ ン の 答え は 、 どれ も聴聞官の

問い か ら微妙に ずれ て い る 。 完全 にず ら

すの で は な く、 重要なポイ ン トを外 した

巧みな答え方で あ る。 しか し 、 聴聞官は 、

彼の 答 え に 納得 させ られ て し ま うの か 、

彼の は ぐらか した 答 え を追及 し よ う とな

い 。 そ し て 、こ の や り取 りの 後、オ
ー シ ャ

ン は仮釈放 され る 。 つ ま り、 こ の い い 加

減 な答え で彼 は仮釈 放 を勝 ち取 っ て しま

うの だ 。
こ こ か ら 、 オ

ー シ ャ ン の 〈コ ミ ュ

ニ ケー シ ョ ン 能力〉が 分か る 。 は ぐらか

した答え に よ っ て 、 プロ の 聴聞官を簡単

に説得 して しま う腕 であ る 。 彼が一筋縄

で はい か ない 男 で あ る こ と、 さ らに詐欺

師 と して 高い 能力を持 っ て い る こ とを期

待さ せ る 。

　なお 、 こ の 場面 の 映像は 、
一

人で 座 る

オ
ー

シ ャ ン だけが 映り 、 聴 聞官た ちは 声

の み で 姿は全 く映 らない
。 映像の 比 重は 、

そ の ま ま登 場 人物 の 存在 感 の 比 重 とな
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る
。

つ ま り 、 聴聞官を映せ ば 、 それ に 応

じて聴聞官に重みが加 わ り、聴聞官を映

さ なけ れば聴 聞官の 比重 は軽 くな る 。 こ

こ で は 、 編集 上で も 、 オー シ ャ ン の 存在

を大 き くする 工 夫が されて い るの だ 。

　 こ の 事例で は 、 能 力 と個性 を印象的 に

伝え るため に虚 偽が使われ て い る 。

6．『12人 の 優 しい 日本人 』の虚偽

　 タイ トル か ら分か る よ うに 、 法廷 ドラ

マ の 名作 『12 人 の 怒れ る 男』 を下敷 き に

した 裁判 も の で あ る 。 1 対 ll の 有 罪 優

位か ら逆転無罪 とな る 原作 とは 反対に 、

こ の 映画 で は 1対 11 の 無罪優 位か ら紆

余 曲折を経て 有罪に なる 。 陪審員は 『怒

れ る 男』 と同様 、 番号で 表記され る 。 引

用 す るの は、映 画 の 前半 、 た だ一
人有罪

に 手を あげ た陪審 2 号を攻撃す る 7 号の

せ りふ 。 これ は 7 号の 最初の せ りふ で あ

る 。

7 号 刈 田 と言い ます 。 あ なた ・…

2 号　は い
。

7 号　被告 は 21 歳で した よね 。 21 と

言 え ば 、 青春 ま っ さか りで す よ 。 し

か し、彼女 はそ の 年で 離 婚歴 があ り、

五歳に な る坊や を
一

人で 育て て い る

ん で すよ 。 昼 は ス ー パ ー の レジ 、 夜

は クラ ブの ホ ス テ ス 、涙 ぐま しい ほ

　どの 努力 だ 。

2 号 知 っ て ます 。

7 号 人 生 の し ょ っ ぱ な で 躓 い て し

まっ たん ですよ、彼女は 。 そん な彼

女を有罪に して しま っ て 、 可哀想だ

　とは思い ませ ん か 。

2 号 ち ょ っ と待 っ て くだ さい 。

7 号 心 が 痛 み ませ ん か 。

2 号　可 哀想だ とは思 い ますが ・…

8 号 だ っ た ら、 何 で 有罪に するん で

　すか あ 。

7 号　可哀想 だ と思 うん だ っ た ら、態

度で 示 して や っ て くれ ませ んか 。

　 こ の 作 品 は喜劇の 要素 を強 く持 っ て お

り、 7 号 は非 常 識な 主張 を思 い 入れ た っ

ぷ りに主張す る 喜劇的人物 と して設定 さ

れ て い る 。 7 号 の 主張が感情に 訴え る 暴

論、 す なわ ち論理 を感情 に す り替え た 議

論 で あ る こ とは 明 らかだろ う
7）

。 7 号 の

性格が この せ りふ に よ っ て 強く印象付け

られ る と ともに 、 今後 の 議論の 多難 さを

予想 させ る 。

　 こ れ まで 見 て きた三 つ の 映画は全 く異

な る ジャ ンル に あ りな が ら、 冒頭 、 あ る

い は人物の 最初の せ りふ に虚偽 が含 まれ

て い る 。 もち ろ ん こ れ は 偶然 で は ない 。

同 じ計算の 下 で 、 虚偽が使われ て い るか

らで あ る 。

　次に 悪文の 例 を 見て み よ う 。

7．『リン ダ リン ダ リン ダ』の 悪文

　邦画の せ りふ で 、文 法 的 な悪文 （構 文

的 なね じれ な ど）は稀 で あ り 、 筆 者 は そ

の よ うな例 を知 らない 。 邦画に 現れ る悪

文は 、 文法的 に は乱れ て い ない が 、 内容

不 明 な文で あ る 。 そ して 、 こ れ も虚偽 と

同様 に 、 ほ とん どが 映画 の 冒頭 か人物 の

最初の せ りふ に現れ る 。

　次の 引用 は 『リン ダ　リ ン ダ　 リン ダ』

の 冒頭の せ りふ 。 こ の 映画は、 四人の 女

子 高生が学園 祭でバ ン ドを成功させ る と

い う単純な物語。 映画は 、 学園祭の 記録

ビデオの 収録 シー
ン か ら始 まる 。 こ れ は 、

収録す るカ メ ラに 向か っ て 話す女学生 の
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せ りふ で ある 。

僕た ちが子供 じゃ な くなる 時、 それ は

大人へ の 転進だなん て 、 誰 に も言わせ

な い 。 僕た ちが大人 に なる 時 、 それ は

子供 をや め る時 じゃ ない 。 本当の 僕 た

ちは どこ に い るの か 。 本 当の 僕 たち は

こ こ に い て い い の か 。 本 当の 僕 た ちの

ま ま で い られ る 間 、 あ と 、 少 し だ け 。

2004、 芝高 ひ い らぎ祭 。

一 見 も っ とも ら しい 言葉が並 ん で い る

が 、 内容が空疎 で ある こ とに気づ い た だ

ろ うか 。
「大人へ の 転進 だ なん て 、 誰 に

も言わ せ ない 。 」と否定 して も 、 それ に 代

わ る答 えが ない 。 あ る い は 「本当の 僕 た

ちは どこ に い るの か 。 」 と問い か け て も 、

その 答 えは見 当た らない 。
つ ま り、 自分

の価値を主張す る もの の 、 彼 らに は 自分

自身が掴め てい ない の で あ る 。

　 こ の 映画 の 主人公 で あ る四 人 の 女 子 高

生 も、 自分 が分 か らず、何 を すべ きか 分

か っ て い ない
。 そん な四人が迷い なが ら

練習 し、最 後 に バ ン ドを大成功 さ せ る 。

引用 した 冒頭 の せ りふ は、 自分が分 か ら

ない とい う登場人物 たちの 特徴を端 的に

伝 え て 、 映画全 体 を象徴 す る せ りふ に

な っ て い るの で ある 。

8．『花とア リス 』の 悪文

　 こ の 映画の 主 人公 は花 と ア リス の 二 人

の 女子 高生、 二 人の 名前が そ の ま ま タイ

トル にな っ てい る 。 中学時代に 親友 だ っ

た二 人が高校に 進学 して 、 試練にぶつ か

りなが ら成長 して 行 く物語で あ る 。

　 ア リス の 家庭 は複雑で 、 両親は 離婚 し 、

ア リス は母親 と二 人で暮 ら してい る 。 引

用 する の は
、

ア リ ス が久 しぶ りに 父親 と

会 っ て 二 人 で食事を す る場面 。 映画の 中

で の 父親の 最初 の せ りふ が こ れ で ある 。

父親の せ りふ は 、 錯綜 して い て 何が言い

たい の か 分か らない 。

父 　入学お め で と う。 最 近の 流行 とか

　分 か ん な くて さ。 ま あ 定番 だけ ど。

　俺 、 学生 の 頃 、 たい がい 万年筆 だ っ

　 た か ら さ 。 も ら っ て もなか なか 使わ

　な い んだ け どね 。 あ 、 た まに 引き出

　 しの 奥な ん か 片付け て る と 、 ひ ょ っ

　 こ り出て きた りして 。 あ あ 、 そ うい

　 え ば こ ん なの もら っ たな 、な ん て思

　い つ つ さ。 また
、 結局 、 使わ な い ん

　だけ どね 。 で も、 なん か見つ け る た

　び に 、 入学 シ ー ズ ン とか 思 い 出した

　 りする じゃ ん 。 そ うい う意味で は 役

　 に 立つ か らさ 。 まあ 、 お守 り っ て こ

　 とで 。

ア リス 　使 っ て もい い の ？

父 そ りゃ 、 使 うん な ら どん どん 。 で

　 も 、 また 使 っ た ら使 っ た で 、 ス ペ ア

　 の イ ン クす ぐな くな っ た りして さ 。

　 ま あ た、そ れ だ け買い に行 くの も結

　構面倒だ っ た りして な 。 結局 、 また

　使わ な くな っ た り、 す るん だ け ど…

ア リス 　使 え ない じ ゃ ん 。

父 　で もまあ 、 せ っ か くも ら っ た もん

　だ と思 う と、簡単に は 、捨て られ な

　い か らさ。 案外、 しぶ とく生 き残 る

　わ け さ。 そ の 点、 うま くで きて る ん

　だ よ う 、 万 年筆は 。 手塚高校だ っ け ？

　共学 ？女子 高 ？

ア リス 　共 学 。

父 　制 服は どん なの ？　セ ー ラー 服 ？

ア リス　 ブ レザー
。
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父　は
一

。 見たか っ たな 。 来 て くりゃ

　良か っ た の に
。

ア リス 　幽

父 え え ？な ん で 、 い や ら しい の よ 。

自分の 選ん だプレゼ ン トに 自信が持て な

い か ら 、 父 の せ りふ は言 い 訳 とも照れ と

も つ か な い
、 こ ん な 悪 文 に な る の だ ろ

う 。 年頃の 娘に 対す る 戸惑 い もあ る だ ろ

うが 、 自分が娘を育てて い ない 負い 目が 、

第一
の 背景 で は な い だろ うか 。 彼 の 言 葉

は、娘 に は必 要 の な い 自分を、万 年筆 に

重 ね合 わせ て い るよ うに読め る 。

　た だ し 、 映像を見る と 、 こ の場面 の 中

心が 父親で はない こ とが分か る 。 こ の 場

面 は 、 ア リス の 手 と万 年筆を、彼女の 目

の 位置 か ら ア ッ プ で 見 た カ ッ トで 始 ま

る 。 こ の 最 初 の カ ッ トは、〈こ の 場面 は

ア リス の 目で 見て い る 〉 とい うこ とを教

え る記号 で ある 。 つ ま り、 こ の 場面は 、

ア リス の 目か ら見 た父親像を描 い てい る

の だ。

　 こ の 場面 の 父 は全 体 に 暗 く写 され 、顔

に 光 が あ た らな い た め 表 情 が 分 か ら な

い 。 また 、 せ りふ 回 し も平 板 で 、 真 意

を つ かみ に く くな っ て い る 。 ア リス の 目

か ら見 た 父親 は、 理 解不 能 な 中年 男 な

の だ 。 だか ら、 下線部 の 「い や ら し い 。 」

とい う言葉が出て くる 。 久 しぶ りに再 開

した父 親に 対する 言葉 と して はかな りき

つ い が、 こ の せ りふ を言 う時 、 ア リス は

体を少 し引 くこ とで その 気持 ちを強調 す

る 。 実は 、 こ の 後 、 ア リス の 気持ち が急

変 して、彼女は 父に 恋心を抱い て しま う。

彼女の気持ちの 変化の 大き さを描 くた め

に 、 こ の 場面で は 、 父親に 対する マ イナ

ス の 感情が 強調 され て い る の であ る 。

9．まとめ

　虚偽 と悪文が担 う効果は多彩 で 、 事例

ご と に違 う 。 しか し 、 現れ る場所は 共通

し 、 映画の 冒頭か、人 物の 最初 の せ りふ

に集中 して い る。

　そ もそ も 、 虚偽 と悪文は 、 全 く異質 な

表現形だか ら、 その 二 つ が 同 じ場所 に現

れ る こ と自体が面 白 く、 しか もく最初〉と

い うの は不思議 な気もす る 。

　映画 の 冒頭 も 、 人物 の 最 初の せ りふ

も 、 そ れ ぞれ の 第
一

印象を作る 重 要な場

所で あ る 。 虚偽 も悪文 も強い 印象を作 る

形式で あるため に 、第一 印象を鮮や か に

す る 目的で こ の 場所 に 使われ る と考え ら

れ る 。

　表現効果の 点か ら 、 虚偽 と悪文を積極

的 に 取 り上 げ る 発想 は 、 伝統 的 な レ ト

リッ クに は な い 。 しか し 、 シ ナ リオ ラ イ

タ
ー

は、経 験 的 にそ の 表 現効果 を知 っ て

い て 、 それ を 演出上の 重要 な道具 と して

使 っ て い る 。 彼 らに と っ て くと っ て お き

の 道具 〉で あ る こ と は、 こ の 二 つ の 表現

効果の 大き さの 証 とい っ て い い だ ろ う 。

　修辞技法を使用場 所 とい う点か ら分類

す る と 、
こ れ まで の 分類 とは全 く違 う分

類が生 まれ るだ ろ う。 そ の分類が わ ずか

で も確立 されれ ば、 それ は 表現 分析の 強

力な道具 とな る に違い な い
。

注

1） こ の 用 例は シ ン ポ ジウム 登 壇者で あ

　る香西 氏の 著書 （香西 （2002 ）第一
話）を

き っ か けに見つ け た もの で あ る 。 な お、

テキ ス トは新潮文庫 に よ る 。

2 ）悪文が担 う効果 と して 、 人物の 混乱

は その 典 型 だが 、本稿で 引用 した用法
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の 他 に 、 知能の 低 さを表現 す る用法 も

　あ る 。 た とえ ば、 シ ェ イ ク ス ピ ア の

『ウ ィ ン ザー の 陽気 な女 房た ち』 の エ

ヴ ァ ンス 神父は その 例 で ある 。

3 ）共 犯者 に つ い て は 、 ラ ウ ス ベ ル ク

　（2001 ）p．100 を 参照 。

4 ）映画 の シ ナ リオは 15 回以 上 も推敲さ

れ る こ とが ざらで あ り 、 シ ナ リオ の 錬

度は小説 の 比 で はない （シ ナ リオ推敲

の裏話 は 『月刊 シ ナ リオ』（シ ナ リオ作

家協会）に毎号掲載 されてい る）。 映画

に お け る虚偽 ・悪 文 の 頻度の 高 さ は 、

媒体 の 性格 だけ で な く、 テキ ス トの 錬

度に もよる と考 え られ る 。

5 ）映画 の 特質に つ い て は ジ アネ ッ テ ィ

　（2003）を参照 。

6 ） す り替 え の 虚偽 に つ い て は、 香西

（2002 ）な どを参照 。

7 ）論理 を感情 に す り換え る 虚偽は 、
「人

に訴 え る議論」 と分類 さ れ る こ とが あ

るが、 こ れ は す り替 え の 虚偽の 下位 カ

　テゴ リ
ー

で ある 。
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補足

　今年 度 の シ ン ポジ ウムで は、登 壇者各

位に くレ トリッ ク とかか わる新 しい 研究

を披露 して ほ しい 〉 とい う漠然 と した 注

文 を させ て い た だい た 。 そ の 結果 、発表

内容 は多岐に わ た っ たが 、 登 壇者全 員の

キ
ー ワ ー

ドに は 、 申 し合わ せ た よ うに 、

「虚偽」あるい は 「悪文」が 入 っ て い た 。

　虚偽 も悪文 も レ トリ ッ クの 主要 な研究

対象 で はな い こ とを考 え る と、 こ の 偶然

は興味深い 。 虚偽 ・悪文が 、 表現 の研究

対象 と し て 多 くの 可能性を 持つ こ とを 、

こ の 偶然は 示 して い る よ うに 思え る 。

　　　　　　　　　　　　 （広島大学）

映画情報

『家族 ゲー ム 』（1983）森田 芳光監 督脚本

『オ
ー

シ ャ ン ズ 11』（2001）ス テ ィ
ー ブン

・

　ソ ダー バ ー グ監 督、 テ ッ ド ・ グ リフ ィ
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